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添削指導
（レポート）

回 時期 内容
時
間

10月
（4月）

第7回

10月
（5月）

第8回

11月
（5月）

第9回

12月
（6月）

第10回

12月
（6月）

第11回

1月
（7月）

第12回

1月
（9月）

考査

1面接指導（単位時間）　合計

レポート
視聴報告書
行動観察
課題プリント

第4編 近現代の地域・日本と世界
 第3章 近現代社会の展開
5節 占領と革命
6節 国際社会への復帰と高度経済成長

占領政策と諸改革，日本国
憲法の成立，冷戦の開始と
経済復興について考察す
る。また，戦後の日本経済
の発展と国民生活の変化に
ついて理解を深める。

第4編 近現代の地域・日本と世界
 第3章 近現代社会の展開
7節アジア情勢の変化と経済大国日本
8節 新しい国際秩序と日本の課題
第4翔 現代の日本の課題の探究

石油危機により，高度経済
成長の時代が終わりを迎え
たことを学ぶ。ソ連の解体と
冷戦の終結，アジア諸国の
経済発展について理解す
る。

単位認定試験

第4編 近現代の地域・日本と世界
 第3章 近現代社会の展開
第3節 両対戦間木期の日本
第4節 第二次世界大戦と日本

第一次世界大戦前後の対
外政策や，大戦が日本社会
に与えた影響について考察
する。また，太平洋戦争と日
本について理解を深める。

スクーリング
10月～12月
（6月～7月）

第一次世界大
戦前後の対外
政策や，大戦
が日本社会に
与えた影響及
び太平洋戦争
について理解
する。
(講義)

1

レポート
視聴報告書

第4編 近現代の地域・日本と世界
 第1章 近代社会の幕開け
 第2章 歴史資料と近現代の展望
 第3章 近現代社会の展開
 1節 近代的制度の導入と新しい国際関係
 1 制度改革と殖産興業政策
 2 文明開化と教育制度の整備

開国から幕府の滅亡に至る
までの経緯を，国際環境の
変化に着目しながら理解す
る。また，欧米の文化や思
想の影響を受け，日本の近
代化が進んだことを理解す
る。

第4編 近現代の地域・日本と世界
 第3章 近現代社会の展開
第2節 国民国家と資本主義の成立

明治初期の国際情勢と自由
民権運動，大日本帝国憲法
の成立について理解する。
また，日清・日露戦争前後
の日本と外国との関係につ
いて理解を深める。

0

後
期

(

前
期

)

第3編 近世の日本と世界
第3章 近世社会の展開
2節 近世社会の成熟と幕藩体制の動揺

幕藩体制下の政治・経済・
産業の発展，江戸時代の文
化について理解する。また，
江戸時代の学問の新傾向
について理解を深める。

11月
（5月） メディア学習に

より免除

評価方法

目標
【学習指導要領】

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野
に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に
必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的
に捉えて理解するとともに、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまと
める技能を身に付けるようにする。
(2)我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比
較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、
歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に
説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
(3)我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究し
ようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深め
る。

目標に向けての具体的取り組み
【指導上の留意点】

・江戸幕府滅亡後の日本の近代化への歩みを，国際社会の動きと関連付けて理解させる。また，二度の
世界大戦を現代と結び付けて考え，平和で民主的な社会とは何かを考える力を身につけさせる。
・すべての単元において単なる知識の暗記ではなく，歴史的な見方や考え方を養う。

評価の観点

【知識・技能】我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界の歴史と関連付けなが
ら総合的に捉えて理解するとともに、見通しを持って学習に取り組もうとしているか。
【思考・判断・表現】我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、伝統と文化の特色、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目し、多面的・多角的に考察し、また、考察、構想し
たことを効果的に説明することができているか。
【主体的に学習に取り組む態度】我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養おうとしているか。
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